
国
学
力
学
習
状
況
調
査

四
月
に
六
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
た

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
、

本
校
の
結
果
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【
実
施
内
容
】

○
教
科
に
関
す
る
調
査
（
国
語
、
算
数
、

理
科
）

○
児
童
質
問
紙
調
査

【
結
果
概
要
】

○
教
科
に
関
す
る
調
査

〔
国
語
〕

本
校
の
平
均
は
県
平
均
、
全
国
平
均

と
も
に
下
回
り
ま
し
た
。

問
題
別
で
は
、「
言
葉
の
特
徴
や
使
い

方
」
で
県
平
均
、
全
国
平
均
を
上
回
り

ま
し
た
。
「
情
報
の
扱
い
方
」
「
我
が
国

の
言
語
文
化
」「
話
す
・
聞
く
」「
書
く
」

「
読
む
」
で
は
県
平
均
、
全
国
平
均
を

下
回
り
ま
し
た
。

特
に
つ
ま
ず
き
が
見
ら
れ
た
の
は
、

「
自
分
が
聞
こ
う
と
す
る
意
図
に
応
じ

全
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学校だより

て
、
話
の
内
容
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
を
み
る
」
問
題
な
ど
で
し

た
。今

後
の
対
応
策
と
し
て
、
聞
く
こ
と

の
指
導
に
お
い
て
は
、
話
し
手
の
考
え

と
自
分
の
考
え
を
比
較
し
て
共
通
点
や

相
違
点
を
整
理
し
た
り
、
共
通
し
た
内

容
や
納
得
し
た
事
例
を
取
り
上
げ
た
り

し
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

〔
算
数
〕

本
校
の
平
均
は
県
平
均
、
全
国
平
均

と
も
に
下
回
り
ま
し
た
。

問
題
別
で
は
、
「
数
と
計
算
」
「
デ
ー

タ
活
用
」
で
県
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

「
図
形
」
「
測
定
」
「
変
化
と
関
係
」
で

は
県
平
均
、
全
国
平
均
を
下
回
り
ま
し

た
。特

に
つ
ま
ず
き
が
見
ら
れ
た
の
は
、

「
台
形
の
意
味
や
性
質
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る
」
問
題
な

ど
で
し
た
。

今
後
の
対
応
策
と
し
て
、
図
形
の
操

作
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
図
形

の
構
成
要
素
間
の
関
係
に
着
目
し
な
が

ら
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
図
形
が
回
転

し
た
場
合
で
も
垂
直
や
平
行
な
ど
の
図

形
の
性
質
は
変
わ
ら
ず
、
元
の
図
形
と

同
じ
で
あ
る
と
実
感
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

〔
理
科
〕

本
校
の
平
均
は
県
平
均
、
全
国
平
均

を
下
回
り
ま
し
た
。

問
題
別
で
は
、「
地
球
」
が
県
平
均
と

同
程
度
で
し
た
。
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
「
粒

子
」「
生
命
」
で
は
県
平
均
、
全
国
平
均

を
下
回
り
ま
し
た
。

特
に
つ
ま
ず
き
が
見
ら
れ
た
の
は
、

「
発
芽
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
に
つ

い
て
、
実
験
の
条
件
を
制
御
し
た
解
決

の
方
法
を
発
想
し
、
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
」
問
題
な
ど

で
し
た
。

今
後
の
対
応
策
と
し
て
、
観
察
、
実

験
の
方
法
を
計
画
し
た
段
階
で
、
ど
の

よ
う
な
結
果
に
な
る
か
見
通
し
を
も
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

○
児
童
質
問
紙
調
査

肯
定
的
意
見
が
少
な
か
っ
た
質
問
項

目
は
、「
地
域
の
大
人
に
、
授
業
や
放
課

後
な
ど
で
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
体
験
活

動
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
一
緒
に

遊
ん
で
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

か
（
習
い
事
を
除
く
）
」
「
あ
な
た
は
、

自
分
が
Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
て
学
校
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
発
表
の
ス
ラ
イ
ド
）
を

作
成
で
き
る
と
思
う
か
」
な
ど
で
し
た
。

今
後
の
対
応
策
と
し
て
、
地
域
・
保

護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
下
、
授

業
や
放
課
後
で
の
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
、

体
験
活
動
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
等
に
よ
る
支
援
の
在
り

方
を
検
討
・
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

食
を
見
直
そ
う

六
月
十
六
日
～
二
十
日
に
か
け
て
「
朝

食
に
つ
い
て
見
直
そ
う
週
間
運
動
」
を

行
い
ま
し
た
。
最
終
日
の
結
果
の
概
要

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

※
（

）
内
は
昨
年
度
と
の
比
較

○
朝
食
摂
取
率

九
十
九
％
（
＋
一
・
四
Ｐ
）

○
朝
食
の
野
菜
摂
取
率

五
十
一
％
（
＋
〇
・
五
Ｐ
）

○
朝
食
の
汁
物
摂
取
率

三
十
六
％
（
－
三
・
五
Ｐ
）

○
昼
食
以
外
に
誰
か
と
食
事
し
た
回
数

・
二
回
（
朝
と
夕
）

七
十
八
％
（
＋
〇
・
二
Ｐ
）

・
一
回
（
朝
ま
た
は
夕
）

二
〇
％
（
＋
二
・
二
Ｐ
）

・
〇
回
（
な
い
）

二
％
（
－
二
・
四
Ｐ
）

昨
年
度
と
比
較
し
て
、
朝
食
摂
取
率

が
一
・
四
㌽
、
野
菜
摂
取
率
が
〇
・
五

㌽
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
朝
食
以
外
に

誰
か
と
食
事
し
た
回
数
で
は
、「
二
回
」

「
一
回
」
と
も
に
増
加
し
、「
〇
回
」
が

減
少
す
る
な
ど
、
子
ど
も
だ
け
で
食
事

を
す
る
状
況
に
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
汁
物
の
摂
取
率
が
低
い
と
い

う
課
題
が
残
り
ま
し
た
。
忙
し
い
朝
で

す
が
、
引
き
続
き
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
朝
食
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

朝


